
 私は昨年６０歳となった。還暦

である。昔なら定年を迎える年で

同級 生の 中 には 退 職す る者 も多

い。自分もそんな年になったのか

とた め息 を つく こ の頃 では ある

が、年齢を重ねると新たな役割も

担う こと に なる 。 自治 会長 であ

る。実際には２年後に役が回って

くるのではあるが、今後２年間は

副会長として修業予定である。 

 私は、小学生の時に今の地区に

移り住み、大学からは地元を離れ

３０代で戻ってきたこと、地域の

活動は亡き父に頼っていたことか

ら、地域の事情を十分理解してい

ない状況であるため、先輩方に指

導を受けながら役割を全うしよう

と考え2024年を迎えた。 

 すると、元旦にマグネチュード

７．６の巨大地震、能登半島地震

が発 生し た 。私 が 土木 技術 者と

なって体験した最初の大地震は１

９９５年の阪神・淡路大震災であ

り、 これ 以 降、 施 設の 耐震 化や

バックアップ機能の確保が求めら

れるようになり、土木設計の在り

方が大きく変わってきた。 

 また、全国から被災者の救助の

ために各部門の専門家が駆けつけ

る体制づくりが構築され、災害ボ

ランティアの誕生は被災者のケア

や早期復旧に大きな役割を果たす

ようになった。これらは大災害の

発生のたびに関係各位の尽力によ

り機能強化されてきたと認識して

いる。 

 しかしながら、今回の能登半島

地震では、被災者・関係者が最大

限の努力を発災以来続けているの

にもかかわらず、これまで蓄積し

てきた救助・復旧支援がなかなか

うまく機能していないようだ。最

大の原因は、地形等地域特性がこ

れまでと大きく異なったからで、

自 衛 隊 で す ら 容

易 に 被 災 地 に 入

る こ と が で き な

い 地 形 に よ り 、

十 分 な マ ン パ

ワ ー を 復 旧 支 援

に投 入で き ない 状 況が 続い てい

る。ライフラインでは上下水道等

管路網の損傷が激しく、復旧の遅

れは避難者の帰還を妨げ、被災地

の人口減少を加速化させ、今後の

復興の在り方に大きな影響を与え

ることとなると考えられている。 

 このような状況を目の当たりに

し、私は土木技術者として、自分

たちが暮らす地域で大災害が発生

した時、人口減少する近い将来、

この地域はどうなるのか具体的に

想定できているのか考えてみた。

冒頭に書いたとおりで恥ずかしい

限りである。地域のことが分かっ

ていないので想定できないのであ
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 山口大学におけるME養成講座

は、先達である岐阜大学、長崎大

学のご指導をいただきつつ、試行

も含めて今年で10年を迎える。こ

の養 成講 座 を開 始 する にあ たり

「県内の橋は地元で守る」の理念

を産官学で共有した。この理念は

現在でも活きているが、国交省登

録資格としては、地域制限をかけ

ることはできず、ここ数年は県外

からの受講者も増加している。ま

た、当時は近接目視点検のみが求

められていたが、最近では条件を

満た せば 新 技術 の 利用 も可 能と

なってきた。橋梁維持管理も社会

的変化や技術の進歩についていく

必要 があ る こと は 言う まで もな

い。 

 近年の技術の進歩のうち、AIと

呼ばれる技術の発展と土木工学へ

の幅広い応用は目を見張るものが

ある。山口県土木建築部でも令和

５年度より「ＡＩによるインフラ

点検 ・診 断 シス テ ム」 を導 入し

た。このシステムは点検の効率化

と診断制度の向上を目指したシス

テムであり、3D スキャン等による

損傷箇所の把握に加えて、一部の

損傷についてはAIにより損傷程度

を評価する機能を搭載している。

このシステムのAIによる損傷評価

では、AIによる判定はあくまでも

参考であり、最終判断は技術者が

行う 仕様 と なっ て いる 。す なわ

ち 、AIは あ く ま で も 人 間 の 支 援

ツールであり、最終責任は必ず技

術者が負わなければならない。 

 AIは有用なツールであることは

間違いないが、AIの導入はややも

すればそれを使用する技術者の技

術レベルの担保が脅かされるので

はないかと危惧している。言葉を

換えれば、点検・診断にAIを導入

するとして、そのシステムを運用

する技術者はどの程度の技術力を

具備する必要があるのか曖昧であ

る。時折、「誰でも使えるシステ

ムを構築する」というフレーズを

耳にするが、これは大変危険な考

え方ではないだろうか。機械学習

で構築したAIが人間を超えること

ないだろうし、学習データによっ

ては却って粗悪な評価をすること

も想像できる。最終決定を下すの

はあく まで も技

術者で あり 、技

術者は 少な くと

もAIの 評 価 に 違

和感を 持て る程

度の技 術力 は必

要であろう。 

数年前にコロナの流行をAIで予測

した結果がテレビ番組で紹介され

ていたが、学習データ、手法、検

証精度の情報もなく、ただ結果を

流されていることに愕然とした記

憶がある。これではお伽噺と同程

度の内容と思うのだが、これに疑

問を持たない視聴者も多いのであ

ろう。AIという言葉は妄信に近い

影響力があるのかもしれない。 

 各地でインフラの維持管理に関

わる 技術 者 の育 成 が行 われ てい

る。これらの養成講座を受講した

諸兄は地域のインフラの維持管理

における中心的役割を担う技術者

であろう。工学的素養を忘れるこ

となく、AI技術と上手に付き合う

ことを期待するしだいである。 

橋梁維持管理とAI技術についての雑感   

山口大学大学院 創成科学研究科  教授 麻生 稔彦     

る。 

 今後人口減少社会の到来や今回

の能登半島地震の教訓により、社

会資本や地域づくりの在り方にも

変化生じるであろう。   

 これまでは単体の施設設計携

わってきた私であるが、シニアに

なったこれからは、地域の歴史や

伝統を学びなおし、先輩方をはじ

めとする地域の人達と意見を交わ

し、自分たちが暮らす地域づくり

にこれまでの経験を役立てるよう

行動を変化させていきたい。 
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てみるのも、「イン

フラメンテナンスの

先 に あ る も の と

は・・・？」を考え

る上で、重要な糸口

になるのではないで

しょうか？ 

 

1) 土木学会「社会と土木の100年

ビジョン」：https://

committees.jsce.or.jp/

jscevision/100vision 

2) 土木学会5か年計画：https://

committees.jsce.or.jp/

JSCE20XX/jsce2020 

3) インフラメンテナンスに関する

土木学会声明2021：https://

committees.jsce.or.jp/

maintesogo/node/18 

4) 内閣府・戦略的イノベーション

創造プログラム（SIP）第３

期、スマートインフラマネジメ

ントシステムの構築（土木研究

所URL）：https://www.pwri. 

go.jp/jpn/research/sip/

index.html 

 

 公益社団法人土木学会は、2014年

の学会設立100周年を機に制定され

た 「 社 会 と 土 木 の100年 ビ ジ ョ ン

１）」に基づき、土木界、土木学会、

土木技術者が、100年先の目指すべ

き社会像を見据え、50年先の目標、

25年先の具体的な目標を達成するた

めに、今から行動すべき事柄を示し

ています。このビジョンに基づき、

20～30年後に達成すべき目標として

「中期重点目標」を定め、この達成

に向けて、2015～2019年の5年間に

引き続き、現在、2020～2024年を

対象として、新たな5か年計画とな

る「JSCE2020-2024 ～地域・世

代・価値をつなぎ、未来社会を創造

する～（略称：JSCE2020）２）」を

進めています。 

 この計画では、(1)減災・防災、

(2)メンテナンス、(3)コミュニケー

ション、(4)ダイバーシティの4つの

領域について、重点的に取り組む事

項を社会や会員に対して具体的に示

していますが、各領域が共通して目

指す目標は「100年先の目指すべき

社会像の実現に大きく貢献するこ

と」です。特に、(2)については、

筆者がプロジェクトリーダーを拝命

していますが、これまでの活動成果

として、笹子トンネル天井版崩落事

故から10年の節目となる2021年6月

に発出した「インフラメンテナンス

に関する土木学会声明2021～今、そ

して未来に欠かせないインフラメン

テナンス、直面する困難を乗り越え

るための処方箋～３）」があります。

この声明では、インフラメンテナン

スの変革のための７つの基本的考え

方について、国民の理解、体制・制

度の整備、この分野の着実な産業

化、海外展開などについての提言を

まとめていますが、これらに加え

て、インフラメンテナンスを通じた

戦略的な新陳代謝、新たな価値創出

といった、インフラメンテナンスの

先にある「未来」を見据え、これを

達成するための処方箋を基本的な考

え方に盛り込んだ点が、大きな特長

の一つになっています。 

 ここでようやく、本文のタイトル

である「インフラメンテナンスの先

にあるものとは・・・？」に繋がっ

ていきますが・・・このニュースレ

ターをお読みになる方の多くは、イ

ンフラメンテナンスに関する業務あ

るいは研究・技術開発などに従事さ

れている方々かと思います。そんな

皆さんのこれまでのご経験の中で、

「この程度の使用状況なのに、いつ

まで長寿命化するのか？」とか「こ

こまでコストをかけてまで、このイ

ンフラをメンテナンスする必要があ

るのか？」とか、インフラメンテナ

ンスは重要だと理解しつつも、何と

なくでも、お感じになられたことは

ありませんか？このあたりのモヤモ

ヤを、MEの皆さんや、同様の問題

意識を持つ皆さん４）と一緒に考え

インフラメンテナンスの先にあるものとは・・・？ 
 

東北大学大学院工学研究科 教授  久田 真  
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【ＭＥの会からの報告】 

「ＭＥの会、ＭＥについて考える」  
ＭＥの会 会長 認定ＭＥ255号（大日コンサルタント株式会社） 河合 浩史 

ら、土木技術者は日常業務に追わ

れる日々を送っており、今後さら

に 忙 し く な る こ と が 予 想 さ れ ま

す 。 そ ん な 日 常 生 活 を 送 る う ち

に 、 「 Ｍ Ｅ の 資 格 を 取 得 す る こ

と」がゴールになってしまってい

る方が増えているように思われま

す。先に述べた過酷な状況下で土

木 技 術 者 が 社 会 貢 献 す る た め に

は、資格取得後の技術研鑽（学び

直し）による成長が必要であり、

また、様々な土木技術者の知恵や

知見を集め、組織（発注者・受注

者・大学）として地域を守る技術

力が必須です。今後発生する様々

な課題に対して、所属する団体・

会社などの組織の垣根を超えてそ

れ ら を 解 決 し よ う と す る エ ネ ル

ギーは、「自分たちの子や孫が当

たり前の“みち”を利用して幸せにす

ごしている姿を想像すること」か

ら生まれてくるのだと思います。

そして、人々の生活の基盤となる

インフラが安全安心に使えるよう

に、ＭＥの会は「地域に根差した

インフラを守る技術者集団」であ

り続けられることを望みます。今

後も一緒にＭＥ活動に参加し成長

し続けていきましょう。 

 さて、岐阜大学は平成20年度よ

り文部科学省科学技術戦略推進費

「地域再生人材創出拠点の形成プ

ログラム」の採択を受け、産官の

土木技術者が一緒に受講できるＭ

Ｅ養成講座を開講されています。

同 様 に 同 年 に 開 始 さ れ た 長 崎 大

学、5年後に開講された山口大学、

愛媛大学、長岡技術大学（現在は

新潟大学）とともに、平成28年に

人材育成連携コンソーシアムを設

 令和5年度ＭＥの会会長に任命さ

れた河合浩史と申します。平成27年

前期（13期）に受講し、ＭＥに認定

していただきました。それから9年

の間に、ＭＥ養成講座の橋梁実習補

助や橋梁の講義の一コマの講師を担

当させていただいております。今回

この場をお借りしてＭＥの会および

ＭＥについての思いを寄稿させてい

ただきます。 

 岐阜ＭＥが共通して目指している

のは「健全なインフラによる安全安

心の確保」です。そのために受講者

は、一ヶ月間の養成講座を乗り越

え、試験に合格し、ＭＥ資格を取得

するまで同期の仲間と切磋琢磨して

おります。難しいのは資格取得後で

す。土木技術者として、日々の業務

に追われる中、ＭＥとは何なのかを

考え、ＭＥ活動に参加する意味を探

し続ける方も少なくないのではない

でしょうか。私もそんな技術者でし

た。 

 ＭＥの会会長に就任したことは、

ＭＥの会のあり方を考える機会とな

りました。岐阜ＭＥの会は、令和5

年度で会員数が600名を超える大き

な組織となりました。会員数が大き

くなると組織をまとめる上で様々な

問題が発生します。ＭＥの会の事務

局の方々は、600人以上のＭＥに寄

り添いながらＭＥ活動を支え続けて

おり、深く敬意を表します。事務局

の方々に改めて感謝申し上げます。 

 先に挙げた様々な問題は、ＭＥを

どうとらえるかがそれぞれの技術者

の立場によって異なることが原因の

一つだと推察します。現在、インフ

ラを取り巻く環境の変化、自然災害

の激甚化、慢性的な人材不足などか

立され、コンソー

シアムとしてシン

ポジウムを開催さ

れています。併せ

て前日には養成講

座を修了した各地

のＭＥ・道守が参

集 し て ワ ー ク

ショップを行い、土木の課題について

意見交換をしてきました。令和5年3月

10日に開催されたワークショップで

は、各地域の「連携」が重要であるこ

とを再認識しましたが、連携すること

への「実行力」が不足していることも

再認識しました。このことが、ＭＥの

会長を引き受ける決意にもつながりま

した。 

 次回のシンポジウムは中部圏内を飛

び出して、令和6年5月17日に新潟で

開催される予定です。去る令和6年1月

19日には、愛媛にて次回ワークショッ

プのテーマなどについて各地の修了生

の代表が集まり事前打ち合わせを行い

ました。ぜひ、多くの皆様にワーク

ショップ・シンポジウムにお越しいた

だきたく存じます。 

＜令和６年度五大学＋一高専人材育成

連携コンソーシアム＞ 

【ワークショップ】 

日時：令和6年5月16日（木）午後 

場所：新潟県万代市民会館 ６階 

    集会ホール 

【シンポジウム】 

日時：令和6年5月17日（金）午後 

場所：新潟県万代市民会館 ６階 

    集会ホール 

【ＳＩＰシンポジウム】 

日時：令和6年5月18日（土）午前 

場所：アートホテル 越後の間 
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ました。まず初動で通行止めの看

板 や バ リ ケ ー ド 出 し を 行 い ま し

た。 

 そ の 後 、 次 の 指 示 ま で 時 間 が

あったので被災地をスキャンして

図 面 作 成 し 、 土 量 も 報 告 し ま し

た。 

 これにより、2方向で作業が効率

化しました。現場側では、災害状

況の把握が早まったことで、残土

ヤ ー ド の 確 保 や 段 取 り が 効 率 化

し、行政側では規模や査定内容を

早期に保存・展開することが出来

ました。 

既存点群データの有用性 

 静岡県はオープンデータ点群が

細かくあるため、計測点群と比較

した土量の数量算出までを３～４

時間程度で行えました。このよう

に初動で動く地方建設業が災害時

に時間をかけず、かつ安全に計測

することは非常に有効でした。 

境界毎の土砂算出事例 

 災害査定の行政（市役所、県土

木、農林事務所）の境界毎に崩壊

土砂量を仕分けました。 

おわりに 

 被 災 し て 初 動 の 大 切 さ が わ か

り、現場では建設業の重要性を改

はじめに 

 能登半島地震により被災された皆

さまに心よりお見舞い申し上げま

す。さて、日頃より土木事業に従事

されている皆様におかれましては、

DX・ICTと既に取り組んでいたり、

まだ先だと思っている方もいらっ

しゃると思います。そんな中、私が

取り組んだ事例をME活動の報告を

させて頂きたいと思います。 

中部DX大賞（奨励賞・敢闘賞） 

 ここ3年でこの賞を2度受賞させて

頂きました。 

超小規模でのICT活用サイクル 

 評価されたのは小さな工事の効率

化で、３Dデータを多面的に活用す

ることで、小規模でもメリットを得

ています。 

台風災害でのICT活用 

 静岡県は2022年9月に台風15号に

よる堤防決壊・土砂災害等を被災し

めて感じました。

今後も国土を維持

していくために、

技術研鑽や技術共

有、現場での業務

遂行能力を培って

未来に繋げていき

たいと思います。  

【ＭＥの会からの報告】 

「地方建設業のデジタル化の追究・災害への利活用」  
認定ＭＥ335号（株式会社 内田建設） 内田 翔 

写真：令和5年度受賞の様子 

写真：1万m3以上の土砂崩壊 

図：敷地境界毎の土砂撤去量算出 
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第26期 社会基盤メンテナンスエキスパート認定者 

古池 直弥 

岐阜大学認定ＭＥ 

(株)畑佐土木 

599  

(株)鉞組 

飯山 了一 

岐阜大学認定ＭＥ 600  

(株)名畑組 

旭 智之 

岐阜大学認定ＭＥ 601 

コサカ建材(株) 

大竹 克矢 

岐阜大学認定ＭＥ 602 

塩澤 哲也 

岐阜大学認定ＭＥ 

岐阜県 

603  

清水 勇介 

岐阜大学認定ＭＥ 

各務原市役所 

604 

鈴木 将司 

岐阜大学認定ＭＥ 

岐阜県 

605  

日時 活動内容 

R5.3.9 人材育成コンソーシアム ワークショップ 参加協力（岐阜市文化センター） 

R5.3.10 人材育成コンソーシアム シンポジウム「インフラ技術の学び直しを考える-岐阜のＭＥ15年-」協力 

R5.4.28 令和5年度ＭＥの会通常総会および記念講演会 開催 

R5.5.28 羽島市竹鼻南地区防災訓練に参加 

R5.6.10 11期生会研修会（大門橋狭量補修工事見学会） 

R5.7.3 定例理事会 WEBミーティング 

R5.7.6 関市立関商工高等学校建設工学科防災講習会協力 

R5.7.18 第1回 ＭＥ・道守オンライン交流会 

R5.9.14 第2回 ＭＥ・道守オンライン交流会 

R5.9.19～R5.9.20 地すべり学会特別講演会にて講演よび運営補助協力 （高山市民文化会館） 

R5.9.29 ME認定証授与式・講演会 

R5.10.3 定例理事会 WEBミーティング 

R5.10.27 第21回インフラマネジメント講演会 

R5.11.11 11期生会 バーチャル現場見学会・施工事例発表会 

R5.11.13 第３回 ＭＥ・道守オンライン交流会 

R5.11.27 飛騨地域部会 

R5.12.1 ME認定証授与式 

R5.12.2 ME更新講習 

R5.12.10 羽島市竹鼻南コミセンにおける橋梁勉強会 協力 

R5.12.11 東海環状自動車道建設現場勉強会（MAGCDと共同開催） 

R5.12.14 各務原大橋での橋梁点検技術現場見学会 

R5.12.15 岐阜県立飛騨高山高等学校環境科学科防災授業 協力 

R5.12.25 第4回 ＭＥ・道守オンライン交流会 

R6.1.2 定例理事会 WEBミーティング 

R6.1.18 五大学人材育成コンソーシアム修了生ワークショップ 代表者参加（愛媛県県民文化会館） 

ＭＥの会 活動記録 

 岐阜大学のインフラミュー

ジアムに行けるメタバースも

作成したので是非入ってみて

ください。 

https://s.door.ntt/yfJDUPe 

https://s.door.ntt/yfJDUPe
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(株)嶋田建設 

阪下 雄亮 

岐阜大学認定ＭＥ 627 

(株)嶋工務店 

嶋 崇志 

岐阜大学認定ＭＥ 628 

寒川 大輔 

岐阜大学認定ＭＥ 

大垣市役所 

629  

塚田 正俊 

岐阜大学認定ＭＥ 

岐阜県 

630  

平光 哲 

岐阜大学認定ＭＥ 

岐阜市役所 

631  

岐阜県 

松岡 光洋 

岐阜大学認定ＭＥ 632 

浜松市役所 

松下 航平 

岐阜大学認定ＭＥ 633 

矢代 照彦 

岐阜大学認定ＭＥ 

岐阜県 

634 

和田 剛 

岐阜大学認定ＭＥ 

飛騨市役所 

635 

(株)朝日土質設計コンサ
ルタント 

安藤 太三 

岐阜大学認定ＭＥ 613 

(株)栗山組 

武井 大 

岐阜大学認定ＭＥ 614 

岩佐 耕作 

岐阜大学認定ＭＥ 

(株)岩佐鐵工所 

615  

中野 泰介 

岐阜大学認定ＭＥ 

(株)中村組 

616  

三宅 俊夫 

岐阜大学認定ＭＥ 

大垣市役所 

617  

(株)愛河調査設計 

森川 友博 

岐阜大学認定ＭＥ 618 

(株)扇屋 

河野 春男 

岐阜大学認定ＭＥ 619 

第27期 社会基盤メンテナンスエキスパート認定者 

杉山 千恵子 

岐阜大学認定ＭＥ 

シビル安全心(株) 

620 

戸倉 高明 

岐阜大学認定ＭＥ 

岐阜県 

621 

原 優斗 

岐阜大学認定ＭＥ 

(株)地域コンサルタント 

622 

郡上市役所 

三島 保彦 

岐阜大学認定ＭＥ 623 

(株)朝日土質設計コンサル
タント 

岡田 猛 

岐阜大学認定ＭＥ 624 

中央復建コンサルタンツ
(株) 

角田 裕一 

岐阜大学認定ＭＥ 625 

(株)片平新日本技研 

小池 正俊 

岐阜大学認定ＭＥ 626 

(株)前田土木 

高木 正和 

岐阜大学認定ＭＥ 606  

大同コンサルタンツ(株) 

棚橋 巧治 

岐阜大学認定ＭＥ 607 

(株)興栄コンサルタント 

長尾 佳幸 

岐阜大学認定ＭＥ 608 

森本 翔太郎 

岐阜大学認定ＭＥ 

馬瀬建設(株) 

609  

安田 智宏 

岐阜大学認定ＭＥ 

(株)三進 

610  

脇谷 拓弥 

岐阜大学認定ＭＥ 

(株)林工務店 

611  

(株)キクテック 

渡邊 友祐 

岐阜大学認定ＭＥ 612 

 「ＭＥ養成講座を受講し、今では街のため、

そこに住まう人達のため、その人達が笑顔で永

続的に安心して住めるインフラ整備をしたいと

考えるようになりました」（嶋 崇志） 

 「フィールド実習を通して、知識も必要です

が、「気づき」や「提案力」などあらゆる技術

力が必要だと気づきました」（平光 哲）  

ME認定者の声 
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〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 岐阜大学工学部附属インフラマネジメント技術研究センター 
TEL & FAX: 058-293-2419，Email: kumada.motoko.r3@f.gifu-u.ac.jp、Web: http://www1.gifu-u.ac.jp/~ciam/ 

 令和５年度号について３月に発刊いたしました。皆様のご協力に感謝いたします。引き続きCIAMをどうぞよろしくお願いします．（FK） 

お問い合わせ 

編集後記 

CIAMの活動記録（令和５年３月～令和６年３月） 

日時 活動内容 

R4.3.4 講演会「学び直しを経験した土木技術者として」開催 

R5.3.1～R5.4.7 令和5年度前期社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）養成講座 受講生募集 

R5.3.9 人材育成コンソーシアム ワークショップ 開催（岐阜市文化センター） 

R5.3.10 人材育成コンソーシアム シンポジウム「インフラ技術の学び直しを考える-岐阜のＭＥ15年-」 

（岐阜市文化センター） 

R5.3.31 CIAM Chronicle vol.17 発刊 

R5.4.26 中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋(株)インフラミュージアム研修会 実施 

R5.4.28 記念講演会 開催（ＭＥの会総会後） 

R5.5.17 第5回土木展 開催（サテライトキャンパス） 

R5.5.28 羽島市竹鼻南地区防災訓練に参加 

R5.5.31 岐阜県県土整備部と土木技術支援に関する協定締結 

R5.6.1～R5.6.30 令和5年度後期社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）養成講座 受講生募集 

R5.6.5～R5.6.30 令和5年度前期社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）養成講座 実施 

R5.7.6 関市立関商工高等学校建設工学科 防災講習会 実施 

R5.8.10 公財）岐阜県建設研究センター主催「土木基礎」研修を協力 

R5.8.21～R5.9.15 令和5年度後期社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）養成講座 実施 

R5.9.8 SIP「スマートインフラマネジメントシステムの構築」採択決定 

R5.9.8 第20回インフラマネジメント講演会 開催 

R5.9.8 中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋(株)インフラミュージアム研修会 実施  

R5.9.20 地すべり学会特別講演会にて講演 （高山市民文化会館） 

R5.9.29 令和5年度前期社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）認定証授与式および講演会 開催 

R5.10.27 第21回インフラマネジメント講演会 開催 

R5.10.30 JICA（ブータン）インフラミュージアム研修会 実施 

R5.11.7 日本コンクリート工学会中部支部30周年記念事業講演会にて講演「インフラの維持管理を行う高度専

門技術者の育成」（小林孝一副センター長） 

R5.12.1 令和5年度後期社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）認定証授与式および講演会 開催 

R5.12.2 令和5年度ＭＥ更新講習会 開催 

R5.12.6~R5.12.7 建設技術フェア2023in中部 出展 （ポートメッセなごや第３展示館） 

R5.12.8～R5.12.10 舞鶴高専i-Mec講習会「地盤と斜面」参加 （舞鶴工業高等専門学校） 

R5.12.10 羽島市竹鼻南コミセンにおける橋梁勉強会協力 

R5.12.14 SIP各務原大橋点検の見学会 主催 

R5.12.15 岐阜県立飛騨高山高等学校環境科学科防災授業協力 

R6.1.18 五大学人材育成コンソーシアム修了生ワークショップ 開催（愛媛県県民文化会館） 

R6.1.19 愛媛ＭＥ10周年記念シンポジウムにて講演（愛媛大学） 

R6.2.7 RANSシンポジウム 講演（理化学研究所 和光キャンパス梅太郎ホール） 

R6.2.29 JICA課題別研修 道路AM（中級）インフラミュージアム研修会 実施 

R6.3.31 CIAM Chronicle vol.18 発刊 

mailto:kumada.motoko.r3@f.gifu-u.ac.jp
http://www1.gifu-u.ac.jp/~ciam/

